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　これから、雨の多い季節を迎えますが、土砂災害から
身を守るために、あらかじめ自宅周辺の危険箇所や避難
経路、避難情報の入手方法などを確認し、いざという時
に備えましょう。また、避難するときには、周りの人と
声を掛け合って避難するようにしましょう。
問総務課☎66-2111内線221、224

６月は土砂災害防止月間
土砂災害に注意しましょう！

インターネットを利用したリアルタイム情報
　気象予報や災害時に各自治体が発信する防災情報（避難
勧告、指示、避難所開設、河川水位、雨量情報など）をリ
アルタイムで入手できるため、早めの災害対策や避難行動
が可能になります。災害を未然に防ぐためにも、積極的に
情報収集をしましょう。

気象観測、情報提供サービス
町内には、７カ所の気象観測地点があり、天候、気温、

湿度、風速、雨量など12種類のデータをリアルタイムで確
認しています。これらの情報は、パソコンでは情報閲覧サ
イト「POTEKANET」、スマートフォンでは専用無料アプ
リ「My POTEKA」から入手できます。

【町内７カ所の観測地点】
▶葛巻町役場　▶小屋瀬農村センター
▶道の駅くずまき高原　▶馬淵公民館
▶森の館ウッディ　▶江刈農村センター　
▶田野構造改善センター

　気象庁防災気象情報

　https://www.jma.go.jp/jma/

国土交通省「防災情報提供センター」

　https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

いわて防災情報ポータル　岩手県の防災情報を発信

https://iwate.secure.force.com/

　町では、令和３年度に採用する職員の採用
試験を次のとおり行います。

【試験職種、採用予定人員】
①一般事務（一般採用）…若干名
②一般事務（障がい者採用）…１名
③土木技師…１名
④建築技師…１名
⑤薬 剤 師…１名
⑥臨床検査技師…１名
⑦作業療法士または理学療法士…１名
⑧看 護 師…若干名
※③～⑧の教養試験は実施しません。（作文試
験および性格特性検査あり）

【受験資格】
▶①平成２年４月２日から平成14年４月１日
　までに生まれた人
▶②昭和60年４月２日から平成14年４月１
　日までに生まれた人で、指定する手帳の交
　付を受けている人
▶③④昭和60年４月２日以降に生まれた人で
　該当の免許を取得した人または採用までに
　取得する見込みの人
▶⑤⑥⑦⑧昭和50年４月２日以降に生まれた
　人で、該当の免許を取得した人または採用
　までに取得する見込みの人

【受付期限】
６月22日(月)　17時15分まで

※郵送の場合は６月22日(月)までに必着のも
のに限り受け付けます。

【試験日時＆会場】
日にち　７月12日(日)
時　間 一般事務　　
　　　　　（受付）９時～９時30分
　　　　　（試験開始）10時から
　　　　一般事務以外
　　　　　（受付）12時～ 12時30分
　　　　　（試験開始）13時から
会　場　岩手県自治会館３階会議室
　　　　　(〒020-8510盛岡市山王町4-1）

　職員採用試験申込書を役場２階の政策秘書
課で交付します。なお、町のホームページ
（https://www.town.kuzumaki.iwate.jp）
からもダウンロードできますので、ご利用く
ださい。
問政策秘書課☎66-2111内線213
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平成５年４月から平成25年３月まで10期20
年にわたり、江刈川自治会長として地域活動
に積極的に取り組んだ功績が認められ、受章さ
れました。地域の見守りや防災啓発をはじめと
した活動のほか、環境美化整備活動などに取り
組み、住民主体の地域づくりに尽力されました。
上山さんは「皆さまの温かいご支援、ご指導が
あり続けることができました。後押ししても
らったおかげです」と地域の皆さんの協力に感
謝していました。
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昭和45年８月に葛巻町消防団団員として入団
以来、42年あまり地域の防火、防災活動に尽力。
また、平成25年12月から平成29年11月までの
４年間、同団長として高い指導力のもと、団員
の操法技術の向上と士気の高揚を図り、消防技
術の進歩充実に積極的に取り組んだ功績が認め
られ、受章されました。遠藤さんは「消防団員
の確保が難しくなっていると感じている。地域
の皆さまには、消防団活動を理解し、一体となっ
て安心、安全を守ってほしい」と願っていました。

令和２年度春の叙勲・褒章を次の方々が受章されました
ので、ご紹介します。
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春の叙勲


